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臨時理事会議事録 

公益社団法人国民健康保険中央会 

 

１ 開催日時 

令和６年１０月９日（水）午前１１時００分～午前１１時３０分 

 

２ 開催場所 

Ｗｅｂ会議により開催 

 

３ 理事会の議事の経過の要領及びその結果 

（１）出席者の音声と映像が即時に他の出席者に伝わり、適時的確な

意見表明が互いにできることを確認した。 

（２）理事総数２１名のうち１６名の出席があったため、理事会は有

効に開催された。  

（３）定款第４２条の規定に基づき、大西秀人会長が議長となって議

事を開始した。 

（４）会長から挨拶があった。 

○ 本日は、大変ご多用の中、臨時理事会へご出席を賜り感謝を申

し上げる。また、国保中央会の事業運営については、平素から格

別のご支援・ご協力をいただき、御礼申し上げる。 

〇 現在、国保連合会・国保中央会は審査支払業務改革をはじめ、 
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保健事業など保険者機能の発揮への支援、介護情報基盤の構築や

予防接種・母子保健の事務のデジタル化といった医療ＤＸの推進

など、重要かつ困難な課題に取り組んでいるところであり、この

難局を乗り越え、国保連合会・国保中央会の発展に努めていくの

で、理事の皆様のご理解、ご支援を賜るよう、よろしくお願い申

し上げる。 

〇 本日は、４つの議案について審議を予定している。 

〇 １点目は、令和７年度以降の国保連合会の負担金についてであ

る。 

〇 後期高齢者医療審査支払システム開発負担金については令和

７年度分を徴収しないこと、介護、障害者関係の負担金について

は令和６年度と同額とする案をお諮りするものである。 

〇 ２点目は、令和６年度国民健康保険中央会第二次収支補正予算

についてである。 

〇 本年度予算については、令和６年６月に行った第一次補正に引

き続き、今般、特定健診等データ管理システム及び国保データベ

ースシステムの改修や、地方単独医療費助成制度のマスタ構築等

事業に対応する必要が生じたため、必要な補正予算を組むもので

ある。 

〇 ３点目は、国保情報集約システムに係る業務の実施に関する規

程の一部改正についてである。 
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〇 今般、国保情報集約システム初期構築負担金の収支額が確定し

たことから、その剰余額については国保情報集約システム運用負

担金の徴収額と精算することとしているが、本件はそのために必

要な規程の一部改正を行うものである。 

〇 ４点目は、国保総合システム最適化に関する情報化構想書につ

いてである。 

〇 国保総合システムについては本年３月のシステム更改におい

て、開発期間が限られていたことから、オンプレミス環境をその

ままクラウド環境に移行するクラウドリフトを実施したところ

である。 

〇 しかしながら、そのままでは保守・運用費用の削減に限界があ

ることから、今年度よりクラウドに適したシステムの最適化を進

めることとしており、今般、システム最適化に関する非機能要件

の実現性検証（ＰoＣ）を終え、機能要件を含めた情報化構想書の

案を取りまとめたので、本案についてお諮りするものである。 

〇 最後に、本日の理事会に付議する議案については、いずれも 

１０月１日開催の全国総合調整会議においてご審議を賜り、本理

事会に付議することについてご了承を頂いたものである。 

〇 本日は、限られた時間ではあるが、ご審議を賜り、ご承認いた

だくようお願い申し上げる。 

（５）議案及びその審議状況は次のとおりであった。 
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 ① 議案 

・議案第１号  介護保険・障害者総合支援システム等における令 

        和 7 年度以降の負担金について 

・議案第２号  令和 6年度国民健康保険中央会第二次収支補正予

算について 

・議案第３号  国保情報集約システムに係る業務の実施に関する

規程の一部改正について 

・議案第４号  国保総合システム最適化に関する情報化構想書に

ついて 

 ② 審議状況 

議案第１号：  事務局から提案説明があり、質疑を行った

ところ、特に質疑がなく、全会一致で原案ど

おり可決された。 

議案第２号：  事務局から提案説明があり、質疑を行った

ところ、特に質疑がなく、全会一致で原案ど

おり可決された。 

議案第３号：  事務局から提案説明があり、質疑を行った

ところ、特に質疑がなく、全会一致で原案ど

おり可決された。 

議案第４号：  事務局から提案説明があり、質疑を行った

ところ、特に質疑がなく、全会一致で原案ど
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おり可決された。 

（６）議案審議の後、次の事項について事務局から報告があった。 

・令和 8 年度特定健診等データ管理システム更改に関するインフ

ラ構築ベンダー及びリセラーの調達結果について 

（説明者：事務局） 

・介護情報基盤構築業務における開発業者の選定について 

（説明者：事務局） 

  

４ 出席した理事及び監事の氏名 

（１）理事 

   大西 秀人（会長） 

   田島 健一（副会長） 

   原 勝則（理事長） 

   池田 俊明（常務理事） 

   齋藤 俊哉（常勤理事） 

   山本 邦彦（北海道国民健康保険団体連合会） 

   髙橋 勝重（岩手県国民健康保険団体連合会） 

   森田 達也（茨城県国民健康保険団体連合会） 

   小髙 康幸（千葉県国民健康保険団体連合会） 

佐藤  広（東京都国民健康保険団体連合会） 

   小島  徹（山梨県国民健康保険団体連合会） 

西垣 功朗（岐阜県国民健康保険団体連合会） 
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横山 達伸（和歌山県国民健康保険団体連合会） 

   守田 利貴（広島県国民健康保険団体連合会） 

   土草 洋樹（香川県国民健康保険団体連合会） 

徳永 吉之（福岡県国民健康保険団体連合会） 

（２）監事 

   黒澤 正明（常勤監事） 

   野倉 加奈美（兵庫県国民健康保険団体連合会） 

 

５ 議長の氏名 

   大西 秀人（会長） 
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 この議事録が正確であることを証するため、記名押印する。 

 

       代表理事（会長）  大 西 秀 人 

 

代表理事（副会長） 田 島 健 一 

 

       代表理事（理事長） 原   勝 則 

 

       監事        黒 澤 正 明 

    

       監事        野 倉 加奈美 

 

 


